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《
会
員
著
書
紹
介
》

叡
山
文
庫
調
査
会　

編
著

『
叡
山
文
庫　

毘
沙
門
堂
蔵
識
語
集
成
』

本
書
は
、
叡
山
文
庫
毘
沙
門
堂
蔵
の
典
籍
類
に
つ
い
て
、
奥
書
、
識

語
、
書
き
入
れ
記
事
等
を
調
査
し
た
上
で
ま
と
め
た
、
叡
山
文
庫
調
査

会
に
よ
る
第
二
冊
目
の
報
告
書
で
あ
る
。

本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
。

序凡
例

本
文

索
引

叡
山
文
庫
は
、
大
正
十
年
（
一
九
二
二
）
に
伝
教
大
師
最
澄
千
百
年

御
遠
忌
法
要
の
記
念
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
教
理
を
授
け
た
り
自
己

を
切
磋
琢
磨
す
る
目
的
で
活
用
さ
れ
、
山
内
の
各
寺
院
に
所
蔵
さ
れ
て

い
た
法
華
経
・
天
台
密
教
・
摩
訶
止
観
・
円
頓
大
戒
の
四
宗
に
わ
た
る

数
多
く
の
典
籍
・
記
録
類
を
蒐
集
整
理
し
た
、
い
わ
ば
仏
教
専
門
の
総

合
図
書
館
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
五
月
に
、
老
朽
化
し
た
建
物
を
立
て

直
し
た
現
在
の
叡
山
文
庫
が
開
館
さ
れ
た
。
そ
の
直
後
で
あ
る
同
年
八

月
に
、
叡
山
文
庫
の
書
籍
を
悉
皆
調
査
す
る
べ
く
、
故
新
井
栄
蔵
氏
の

発
案
に
よ
り
発
足
し
た
の
が
叡
山
文
庫
調
査
会
で
あ
る
。
新
装
さ
れ
た

叡
山
文
庫
に
は
お
よ
そ
四
十
の
蔵
書
が
あ
り
、
総
数
約
十
一
万
冊
の
書

籍
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
内
、
約
九
割
は
仏
教
関
係
書
で
あ
り
、
さ
ら

に
そ
の
仏
教
関
係
書
の
約
八
割
を
天
台
関
係
の
貴
重
な
書
籍
が
占
め
て

い
る
。
調
査
会
は
、
天
海
蔵
、
真
如
蔵
、
毘
沙
門
堂
蔵
等
の
著
名
な
蔵

書
に
取
り
組
み
、
調
査
を
進
め
て
き
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
ま
ず
平
成

十
二
年
七
月
に
、
天
海
蔵
書
の
調
査
結
果
を
『
叡
山
文
庫
天
海
蔵
識
語

集
成
』
と
し
て
編
纂
・
出
版
し
た
。
本
書
は
そ
れ
に
続
く
二
冊
目
の
報

告
書
と
な
る
。

本
書
の
調
査
対
象
で
あ
る
毘
沙
門
堂
蔵
書
の
所
蔵
者
で
あ
っ
た
毘
沙

門
堂
は
、
天
台
宗
の
門
跡
寺
院
で
あ
る
護
法
山
安
国
院
出
雲
寺
の
こ
と

を
指
す
。
京
都
市
山
科
区
に
あ
り
、
大
宝
三
年
（
七
〇
三
）
文
武
天
皇

の
勅
願
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
。
本
尊
の
鎮
将
夜
叉
毘
沙
門
天
像
は
最

澄
作
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
廃
絶
の
憂
き
目
に
も
遭
う
が
、
天

海
大
僧
正
の
弟
子
、
公
海
が
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
に
山
科
に
復
興

さ
せ
た
の
が
、
現
在
の
堂
宇
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
由
緒
あ
る

門
跡
寺
院
で
あ
る
毘
沙
門
堂
旧
蔵
の
典
籍
類
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸

時
代
ま
で
及
ぶ
。
こ
の
う
ち
、
内
典
（
仏
教
関
係
の
書
）
千
八
百
八
十

三
冊
、
外
典
（
仏
教
関
係
以
外
の
書
）
七
百
九
十
一
冊
が
存
す
る
と
い

う
。
こ
れ
ら
の
う
ち
で
は
、『
阿
裟
縛
抄
』『
白
宝
抄
』
等
の
密
教
・
天

台
学
関
係
書
が
重
要
な
位
置
を
占
め
る
。
ま
た
、
歌
集
、
法
制
資
料
な

ど
も
見
ら
れ
る
ほ
か
、『
三
大
部
述
聞
』（
南
北
朝
期
の
写
本
）、『
日
本
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書
紀
』（
慶
長
版
）
な
ど
の
善
本
も
多
い
。

本
書
は
叡
山
文
庫
調
査
会
の
手
に
よ
る
地
を
這
う
よ
う
な
長
年
の
調

査
の
結
実
で
あ
る
。
網
羅
的
に
ま
と
め
ら
れ
た
奥
書
、
識
語
、
書
き
入

れ
等
か
ら
は
、
鎌
倉
時
代
以
降
の
寺
院
や
僧
侶
が
ど
の
よ
う
に
活
動
し

て
い
た
か
の
知
見
を
得
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

（
平
成
二
十
八
年
十
月　

叡
山
文
庫
調
査
会　

Ａ
４
判　

一
五
七
頁　

三
、〇
〇
〇
円
＋
税
）

古
川
初
義　

著

前
田
桂
子
・
門
屋
飛
央　

監
修
・
編
集

『
長
崎
県
小
値
賀
町
藪
路
木
島
方
言
集
～
無
人
に

な
っ
た
島
の
こ
と
ば
の
記
録
～
』

本
書
は
、
長
崎
県
北
松
浦
郡
小
値
賀
町
藪
路
木
島
の
方
言
集
で
あ
る
。

本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
。

序
文

紹
介
の
言
葉

藪
路
木
島
紹
介

方
言
短
歌

藪
路
木
島
方
言
集

藪
路
木
島
（
や
ぶ
ろ
き
し
ま
）
は
、
小
値
賀
島
の
西
方
約
四
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
に
位
置
す
る
島
で
あ
る
。
一
時
期
三
十
六
軒
の
戸
数
を
数
え
た
が
、

昭
和
四
十
七
年
に
最
後
の
島
民
た
ち
が
集
団
離
島
し
て
以
来
、
無
人
島

に
な
っ
て
い
る
。
著
者
で
あ
る
古
川
氏
は
、
こ
の
藪
路
木
島
で
生
ま
れ
、

離
島
す
る
ま
で
の
約
二
十
年
間
を
こ
の
島
で
過
ご
し
た
。
無
人
島
と
な
っ

た
故
郷
藪
路
木
島
の
言
葉
を
残
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
藪
路
木
島

方
言
の
収
集
を
三
十
年
余
り
行
い
、
本
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
語
は
約

一
万
語
に
も
上
る
。
そ
の
多
く
が
著
者
の
内
省
に
よ
る
も
の
だ
が
、
同

郷
の
方
々
に
も
確
認
を
行
っ
て
お
り
、
正
確
を
期
し
た
も
の
で
あ
る
。

藪
路
木
島
方
言
集
は
、
五
十
音
順
に
整
理
さ
れ
、
動
詞
、
名
詞
、
慣

用
句
な
ど
の
項
目
の
下
に
訳
と
用
例
、
補
注
が
書
か
れ
て
お
り
、
動
詞
・

形
容
詞
は
細
か
く
活
用
形
を
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
「
歩
く
」
と
い
う

動
詞
だ
け
で
も
、「
ア
イ
ブ
（
歩
く
）」、「
ア
イ
バ
ン
セ
（
歩
か
せ
て
行

か
せ
る
）」、「
ア
イ
ベ
（
歩
け
）」
の
よ
う
に
様
々
な
活
用
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
適
宜
記
さ
れ
た
用
例
に
よ
っ
て
、
細
か
い
ニ
ュ
ア
ン
ス

も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
方
言
形
の
表
記
は
カ
タ
カ
ナ
で
な
さ
れ
て
お

り
、
オ
（o

）
と
ヲ
（w

o

）
を
区
別
し
て
い
る
ほ
か
、
現
代
で
は
ほ
と

ん
ど
聞
か
れ
な
く
な
っ
た
合
拗
音
（
ク
ヮ
（
西
瓜
））、
音
の
融
合
現
象

（
カ
メ
ハ
ン
ズ
（
瓶
飯
銅
））
な
ど
の
音
の
違
い
も
注
意
深
く
記
さ
れ
て

い
る
。

本
書
に
は
藪
路
木
島
の
方
言
で
書
か
れ
た
二
十
首
の
方
言
短
歌
も
掲

載
し
て
い
る
。
こ
の
短
歌
に
は
、
藪
路
木
島
の
言
葉
で
し
か
表
現
で
き
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な
い
当
時
の
島
の
生
活
や
文
化
、
風
景
が
味
わ
い
深
く
詠
ま
れ
て
い
る
。

本
書
は
、
無
人
島
に
な
っ
た
離
島
の
言
葉
や
文
化
を
後
世
に
伝
え
る

も
の
と
し
て
、
民
俗
学
的
な
価
値
は
も
ち
ろ
ん
、
言
語
の
歴
史
的
変
遷
、

隣
接
す
る
各
島
々
と
の
連
続
性
や
本
土
と
の
違
い
を
知
る
上
で
も
貴
重

な
資
料
で
あ
る
。

（
平
成
二
十
九
年
十
月　

古
川
初
義　

Ａ
５
判　

三
三
一
頁　

一
、八
〇
〇
円
＋
税
）

白
石
良
夫
・
中
尾
友
香
梨　

編

小
城
鍋
島
文
庫
研
究
会　

校
訂

『
佐
賀
大
学
附
属
図
書
館
小
城
鍋
島
文
庫
蔵　
　

十
帖
源
氏　

立
圃
自
筆
書
入
本
【
翻
刻
と
解
説
】』

本
書
は
、
野
々
口
立
圃
（
一
五
九
五
～
一
六
六
九
）
自
筆
書
入
本
『
十

帖
源
氏
』（
版
本
）
の
翻
刻
と
解
説
で
あ
る
。
本
書
の
構
成
は
以
下
の
通

り
。（『
十
帖
源
氏
』
所
載
の
巻
名
等
は
割
愛
し
た
）

ま
え
が
き　
　

白
石
良
夫

凡
例

十
帖
源
氏
［
書
入
・
版
本
］

解
説
―
異
版
と
著
者
書
入
本　
　

白
石
良
夫

あ
と
が
き
―
著
者
書
入
本
の
周
辺　
　

中
尾
友
香
梨

校
訂
者
及
び
担
当
巻
一
覧

本
書
の
底
本
は
、
佐
賀
大
学
附
属
図
書
館
小
城
鍋
島
文
庫
に
蔵
さ
れ

る
、
立
圃
自
筆
書
入
本
『
十
帖
源
氏
』。
該
書
は
著
者
立
圃
の
手
沢
本
で

あ
り
、
小
城
藩
第
二
代
藩
主
鍋
島
直な
お

能よ
し

に
親
し
く
献
上
さ
れ
、
や
が
て

小
城
藩
の
蔵
書
印
も
捺
さ
れ
て
今
日
に
伝
わ
っ
た
、
等
の
来
歴
を
も
つ

新
出
資
料
で
あ
る
。
ま
た
、
底
本
に
は
立
圃
に
よ
る
墨
筆
の
書
入
れ
の

ほ
か
に
、
他
者
に
よ
る
朱
筆
の
書
入
れ
も
存
す
る
。

本
書
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
、
翻
刻
に
お
け
る
濁
点
の
処
理
方
針
が

あ
る
。
例
え
ば
、
ま
え
が
き
に
よ
る
と
、
版
本
『
十
帖
源
氏
』
に
は
、

次
の
よ
う
な
違
和
感
の
あ
る
濁
点
が
ま
ま
見
ら
れ
る
と
い
う
。

君
か
じ
ゝ
ま
に
ま
け
ぬ
ら
ん
（
末
摘
花
）

傍
線
部
は
、
無
言
と
い
う
意
味
で
、
国
語
史
の
知
見
を
参
照
す
れ
ば
、

「
し
ゞ
ま
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
。
し
か
し
、
同
時
代
に
宮
中
で
お
こ
な

わ
れ
て
い
た
源
氏
音
読
の
資
料
『
源
氏
清
濁
』
を
見
る
と
、
第
一
音
節

に
は
濁
音
符
が
、
第
二
音
節
に
は
清
音
符
が
付
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、

版
本
の
こ
の
濁
点
は
、
版
下
を
書
い
た
著
者
立
圃
に
よ
る
単
な
る
誤
り

で
は
な
く
、
意
図
的
な
濁
点
で
あ
る
可
能
性
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
う
し

た
例
が
、
ほ
か
に
「
で
う
ど
（
調
度
）」「
な
を
〳
〵
じ
」
と
い
っ
た
よ

う
に
何
度
も
出
現
し
、
ま
た
朱
筆
の
書
入
れ
濁
点
に
つ
い
て
も
同
様
に

当
て
は
ま
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
底
本
の
濁
点
は
、
近
世
初
期
の
古

典
作
品
の
読
み
癖
の
意
識
的
な
反
映
で
あ
る
と
言
え
、
こ
う
し
た
資
料
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の
特
性
を
考
慮
し
て
、
本
書
は
「
読
み
癖
に
配
慮
し
た
近
世
擬
古
文
の

テ
キ
ス
ト
の
再
現
」
を
試
み
た
と
い
う
。

ま
た
解
説
で
は
、『
十
帖
源
氏
』
の
成
立
年
な
ら
び
に
刊
行
年
に
つ
い

て
、
従
来
の
説
を
大
き
く
訂
正
す
る
重
要
な
情
報
が
立
圃
の
書
入
れ
中

に
は
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
覆
刻
に
よ
る
異
版
の
存
在
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
『
十
帖
源
氏
』
の
版
本
研
究
を
大
幅
に
修
正
す
る
指
摘
も

備
わ
る
。

さ
ら
に
あ
と
が
き
で
は
、
立
圃
が
『
十
帖
源
氏
』
を
編
纂
・
出
版
し

た
目
的
に
関
し
て
、
従
来
し
ば
し
ば
言
わ
れ
る
よ
う
な
、
難
解
な
古
典

の
源
氏
物
語
を
当
時
の
婦
女
子
に
も
理
解
し
や
す
く
し
、
広
く
普
及
さ

せ
る
た
め
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
で
あ
る
と
す
る
捉
え
方
を
否
定
す
る
。

代
わ
り
に
、『
十
帖
源
氏
』
は
「
基
本
的
に
は
俳
諧
を
嗜
む
人
の
た
め
に

提
供
さ
れ
た
参
考
書
ま
た
は
テ
キ
ス
ト
」
で
あ
り
、
そ
の
想
定
さ
れ
た

読
者
層
は
源
氏
物
語
の
奥
深
さ
を
堪
能
し
よ
う
と
す
る
「
玄
人
」
で
あ
っ

た
と
い
う
、
刺
激
的
な
説
が
提
示
さ
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
書
は
こ
れ
か
ら
の
『
十
帖
源
氏
』
研
究
を
進

め
る
上
で
、
必
読
の
書
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

（
平
成
三
十
年
三
月　

笠
間
書
院　

Ａ
５
判　

四
〇
三
頁　

一
一
、〇
〇
〇
円
＋
税
）




